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200mm厚スプリッタの�
消音量�

50mm厚�
スプリッタの�
消音量�

ガスタービン発生騒音PWLA

ガスタービン�
吸気サイレンサの�
消音量グラフ�

ガスタービン�

●200mm厚スプリッタ�

●50mm厚スプリッタ�

500Hz以下の低い周波数の領域を�
消音する200mm厚スプリッタは、�
大型送風機サイレンサの設計が基本。�

ガスタービン騒音の主成分である�
2～4ＫHzの高い周波数を効率良く�
消音する50mm厚スプリッタは、�
過給機サイレンサの設計が基本。�

サイレンサ�
取付前の騒音�

サイレンサ�
取付後の騒音�

フィルター室�

［ ガスタービン吸気サイレンサの概念図 ］�



●スプリッタの先端枠材に�
　日本の伝統的な木造建築の�
　はめ込み構造を採用�

●アルミ建具に利用される�
　ユニット構造で施工も容易�

［50mm厚スプリッタの構造 ］�

スプリッタに耐食アルミニウム合金板を�
採用することでサイレンサが軽量化。�
また、輸送サイズにブロック化できることから�
据付工事が容易かつ短縮できた。�
�

アルミ材の優れた加工性を生かして、�
スプリッタの先端をアルミ押出材にすることで、�
加工コストを低減した。�
また、吸音材保護のパンチングプレートも�
枠材にリベットで固定する従来の方法から�
はめ込み構造になり、ガスタービンへの�
安全性も実現した。�

●耐食アルミ製�
　パンチングプレート�
�

●先端枠材�
　（アルミ製押出材）�
�

●吸音材�
　（グラスウールボード）�
�

●高さ：任意�

●厚み：50mm

●長さ：500mm以上�
　　　 50mm単位�



←リサイクル可能なサイレンサづくり�

従来のサイレンサ素材�

空気の流れ�

リサイクル可能なサイレンサを取付けた�
小型過給機�

リサイクル素材�
フリースなどに多く利用されて
いるポリエステル繊維は、ペ
ットボトルを原料としたリサイ
クル素材。�

パンチングプレート�
とグラスウール�

大型過給機サイレンサでは、
吸音材としてのグラスウール
とそれを保護するパンチング
プレートを必要とした。�

ポリエステル繊維の特長�
グラスウールと同じ吸音率で
高い領域の周波数を消音で
きるポリエステル繊維。�

自由なカタチに熱融着�
融点の違う2種類のポリエス
テル繊維を混ぜ、熱融着によ
って自由な形に成型。表面
保護のパンチングプレートが
不要となった。�

交換可能な吸音板�
ドーナツ状に並んだ吸音
板は、4分の1のパーツに
分割されて交換可能と
なった。�

小型過給機サイレンサ�
シンプルな形の円周吸込サ
イレンサ。�

［吸音板をリサイクル可能にした円周吸込サイレンサ ］�



連結金具を使用した新しい丸形エレメントの施工�
連結金具は丸形エレメントの施工を格段にアップさせる。�

施工のかなめとなる�
接合部�

アルミ押し出し�
連結金具�

←高速道路地下トンネル換気所での丸形エレメントの施工例�

きれいに平面がそろった�
丸形エレメント。�

奥側のエレメントを�
一人の作業員で積み上げる。�

接合部のアップ。�

幅わずか10cmの�
この連結金具が�
エレメントの施工性を�
飛躍的に向上させた。�

上下のエレメントを連結金具で�
接合するだけで施工が完了する。�

　実際の施工ではエレメントを�
　収納する外枠があるので�
　左右の連結金具は不要。�

前後のエレメントも�
連結金具によって正確に接合できる。�

�





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2004年　●過給機向吸気サイレンサ5000台納入達成�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●丸形消音エレメント連結金具開発�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003年　●小型過給機向リサイクル型円周吸込サイレンサ開発�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002年　●ポリエステル吸音材成形品開発�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2001年�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2000年　●舶用大型過給機向丸形正面吸込サイレンサ開発�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1999年　●環境基本法（改正）公布�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●発電用ガスタービン吸気サイレンサ納入（耐食アルミ製吸音スプリッタ使用）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998年　●「騒音に係る環境基準について（改正）」（閣議決定）公示　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●耐食アルミ製吸音スプリッタ開発�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1997年　●火力発電所向防塵型サイレンサ開発�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●舶用大型過給機向丸形円周吸込サイレンサ開発�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1996年　●耐食アルミ製角形消音エレメント量産化開始�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1994年　●新エネルギー大網（閣議決定）で、風力発電・太陽発電の導入目標を決定　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1993年　●環境基本法公布�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●山陽道安芸トンネル向耐食アルミ製角形消音エレメント納入�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1992年　●風力発電設備建設始まる�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●トンネルジェットファン用防塵型サイレンサ開発�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1990年　●クリーンルーム向換気防塵型消音装置納入�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1988年　●青函トンネル開通�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1987年　●アリナホール向換気消音装置納入�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●千歳地下駐車場向換気消音装置納入�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1985年　●関越自動車トンネル開通�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●舶用大型過給機向角形正面吸込サイレンサ開発�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●トンネル坑口用防塵型耐食アルミ製パネル開発�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1983年　●「生活騒音の現状と今後の課題」環境庁発表�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●電信電話公社電話局向換気消音装置納入�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980年　●上越新幹線 消雪基地向消音装置納入�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1977年　●火力発電所向耐食アルミ製丸形消音エレメント量産化開始�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●札幌市地下鉄駅換気設備向消音装置納入�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1976年　●振動規制法公布�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●新神戸トンネル換気所向防塵型耐食アルミ製丸形消音エレメント納入�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1975年　●100万KW大型火力発電所運転開始�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1973年　●関門トンネル換気所騒音対策施工（耐食アルミ製丸形消音エレメント使用）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1971年　●環境庁発足「騒音に係る環境基準について」（閣議決定）公示�

　　　　　　　　　　　　　　　　 1970年　●東名高速道路日本坂トンネル換気所騒音対策施工�

　　　　　　　　　　　　　　　1969年　●東名高速道路開通�

　　　　　　　　　　　　　　　　　●火力発電所向大型軸流ファン用吸込サイレンサ開発（丸形消音エレメント使用）�

　　　　　　　　　　　1968年　●騒音規制法公布　�

　　　　　　　　　　1967年　●公害対策規制法公布�

　　　　　　　　　　　　●60万KW大型火力発電所運転開始　�

　　　　　　 1966年　●地熱発電所建設始まる�

　　　　　1965年　●丸形消音エレメント開発�

　　　1964年　●東海道新幹線開通　首都高速道路開通�

�

1942年　●関門トンネル開通（世界初の海底トンネル）�

�

●法体制�
●社会の動き�
●消音装置の実績�


